
資本コストを意識した経営の実現に向けた対応 

１．現状分析 

・当社は、自己資本純利益率（ROE）は一定の水準を維持していますが、株価収益率（PER）が低く、

株価純資産倍率（PBR）が１倍を下回っています。 
・株価収益率（PER）の低迷は、当社の成長性、利益還元策が株主や投資家の皆様に十分な理解を得

られていないものと評価しております。

２．PBR 改善に向けた方針と目標・施策 

次の目標・施策を通じて、PBR 1 倍以上を達成いたします。 
目標 施策

成長 ２０３０年目標

連結売上高 1,100 億円以上 
連結営業利益  70 億円以上 
連結営業利益率 ６％以上

重点化事業の推進

人材確保・育成

資本効率 ROE の維持・継続 

株価向上 安定した配当

毎期着実な配当の増加

配当性向の向上

自己株式の取得

IR の充実 

以上


